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財
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リ
ア
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９
月
議
会
定
例
会
を
９
月
７
日
か
ら
９
月

日
ま
で
の

24

18

日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

町
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

年
度
の
一
般
会
計
・
特
別

21

会
計
の
決
算
を
は
じ
め
、

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

22

議
案

件
・
報
告
２
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

37

し
た
。

議
員
発
議
は
３
件
あ
り
、
そ
の
内
２
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
１
件
を
否
決
し
た
。

ま
た
陳
情
は
６
件
あ
り
、
採
択
２
件
、
不
採
択
４
件
と
し
た
。

一
般
質
問
は

人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
た
だ
し

12

た
。

【
指
標
の
見
方
】

こ
れ
ら
の
比
率
は
、
す
べ

て
小
さ
い
数
値
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
。
比
率
が
早
期
健

全
化
基
準
を
超
え
る
と
「
早

期
健
全
化
団
体
」
と
な
り
、

国
・
県
の
指
導
の
も
と
に
起

債
等
の
規
制
を
受
け
る
。
ま

た
、
財
政
再
生
基
準
を
超
え

る
と
「
財
政
再
生
団
体
」
と

な
り
、
予
算
編
成
は
国
の
同

意
が
必
要
と
な
る
。

○
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字

の
標
準
財
政
規
模
（
税
収
等

の
収
入
が
標
準
的
に
見
込
ま

れ
る
規
模
。

年
度
は
約

21

70

億
円
）
に
対
す
る
比
率

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

特
別
会
計
を
含
む
全
会
計

の
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率

○
実
質
公
債
費
比
率

実
質
的
な
公
債
費
（
借
金

の
返
済
金
）の
負
担
の
程
度
を

示
す
指
標
。一
般
会
計
の
公

債
費
お
よ
び
上
下
水
道
事
業

の
公
営
企
業
会
計
な
ど
の
元

利
償
還
金
充
当
分
を
含
む
経

費
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率

○
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
債
務
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

■平成21年度財政健全化判断比率

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率健全化判断比率

105.8（129.1）14.4（15.5）－（－）－（－）本 町

350.025.019.0514.05早期健全化比率
参考

35.040.0020.00財政再生比率

注：（ ）は前年の数値、「－」は赤字額が生じていないため赤字比率がないことを表している。

（単位：％）

年
度
決
算

21
一
般
会
計
と

の
特
別
会

14

計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額

は
、
歳
入
１
６
６
億

万
92

円
、
歳
出
１
５
９
億
５
２
３

９
万
円
と
な
っ
た
。

○
一
般
会
計
決
算

歳
入
総
額
１
０
７
億
１
８

０
８
万
円
、
歳
出
総
額
１
０

２
億
８
２
７
６
万
円
で
差
引

額
４
億
３
５
３
１
万
円
と

な
っ
た
。

○
主
な
事
業
費

・
防
災
行
政
無
線
整
備
費

２
億
５
４
１
４
万
円

旧
町
単
位
で
行
っ
て
い
る

防
災
行
政
無
線
を
一
本
化
す

る
た
め
、
船
岡
・
八
東
地
域

を
デ
ジ
タ
ル
波
に
よ
っ
て
統

一
す
る
と
と
も
に
老
朽
化
し

た
機
械
の
更
新
を
行
っ
た
。

・
若
桜
鉄
道
対
策
費

１
億
４
０
５
万
円

上
下
分
離
方
式
に
移
行

し
、
町
有
と
な
っ
た
鉄
道
施

設
に
つ
い
て
軌
道
の
保
守
・

維
持
管
理
お
よ
び
設
備
改
良

等
を
行
っ
た
。

・
体
育
館
耐
震
工
事

１
億
８
９
２
万
円

・
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

６
４
７
３
万
円

・
同
和
対
策
事
業

１
６
０
８
万
円

反
対
討
論

川
西
聡
議
員

本
町
で
は
、
部
落
差
別
を

許
さ
な
い
、
差
別
意
識
が
周

辺
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
が
同
和
関

係
の
予
算
は
突
出
し
て
い

る
。総

務
管
理
費
で
区
長
へ
の

文
書
配
布
は
職
員
の
仕
事
で

あ
る
。
納
税
組
合
奨
励
金

は
、
納
税
が
個
人
の
責
任
で

行
わ
れ
る
原
則
か
ら
み
て
看

過
で
き
な
い
。

Title:議会だより23号p2-.ec9 Page:2 Date: 2010/11/26 Fri 11:49:03



合併して５年「八頭町総合計画」の基本構想・前期基本構想を町
づくりの指針として町勢の発展に取り組まれ、事業計画に盛り込ま
れた施策は概ね実施できたのではないかとされている。今年３月に
は新たに26年度までを展望した「八頭町総合計画後期基本計画」を
策定し、町づくりの指針としている。

財政の目標については普通会計財政計画として策定されている
が、前期の財政計画について結果はどうであったか、成果はあった
のか、課題は残っているのか、町民に分かりやすく伝える必要があ
ると思われる。

行政改革の視点である「町の行財政のすべての分野にわたって総
点検を行い、組織・機構・定数はもとより、思い切った事務事業の
見直しを行うことにより、効果的で効率的な行財政運営を推進す
る。行政主体で対応できる改革は、町長と職員が一体となって危機
意識と改革意欲を共有して断行し、行政全体の業務を精査したうえ
で可能なものは町民との協働を推進することにより、簡素で効率的
かつ活力ある行財政システムの構築と運営体制の確立を目指す」と
した当初の視点を再確認し、プランの確実な実行を求めたい。

高齢化社会の到来は予想を超え急速に進んでおり、生産年齢人口
は減少し老年人口が増加、これに伴い高額所得層は減少し、均等割
のみの納税義務者の層が増加している。

今後、財政運営は極めて困難な時代を迎えようとしている。持続
可能な財政構造の転換のためには、これらの計画の進捗状況はもと
より、積極的に町民に情報を公開し、成果や課題、問題点を町民と
行政が一体となって共有し対応することが重要と思われる。

21年度決算審査意見（抜粋）

町民との協働推進が必要
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監

査

報

告

下
記
の
と
お
り

質
疑財

政
力
指
数
は
、
平
成
21

年
度
指
数
０
・
２
６
４
に

な
っ
て
い
る
。
前
年
比
０
・

０
０
７
低
下
し
て
い
る
が
、

主
な
要
因
は
何
か
。

答
弁

田
中
代
表
監
査
委
員

数
値
と
し
て
は
、
非
常
に

少
な
い
の
で
、
特
に
こ
れ
が

要
因
と
い
う
よ
う
に
判
断
し

て
い
な
い
。

年
度
補
正
予
算

22

○
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７

億
７
４
８
２
万
円
を
追
加
し

億
８
０
１
７
万
円
と
す
る

96も
の
。

○
主
な
歳
出

・
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業

２
２
８
０
万
円

・
八
東
学
童
ク
ラ
ブ
建
設
費

１
４
４
０
万
円

・
中
山
間
直
接
支
払
交
付
金

事
業

１
０
４
６
万
円

・
緑
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業

３
０
７
５
万
円

・
給
食
施
設
整
備
設
計
委
託

料

２
６
８
６
万
円

・
備
品
購
入
契
約
締
結

（
佐
崎
ド
コ
モ
仕
様
）

１
０
４
６
万
円

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業

２
８
０
万
円

（
対
象
は
中
学
３
年
生
）

質
疑小

規
模
特
養
老
人
ホ
ー
ム

と
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
と
な
っ
て
い
る

が
、
補
助
金
の
内
容
と
相
手

先
は
。

答
弁

平
木
町
長

小
規
模
特
養
老
人
ホ
ー
ム

は
介
護
ベ
ッ
ト

台
等
、
小

29

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
は
、
送
迎
用
の
バ
ス
（
ハ

イ
エ
ー
ス
）
が
３
台
で
あ
る
。

相
手
先
は
八
東
の
北
山
に
建

設
中
の
小
規
模
老
人
ホ
ー
ム

で
あ
る
。

質
疑子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
対

策
に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体

で
は
接
種
の
対
象
は

歳
以

10

上
で
中
学
３
年
生
ま
で
が
多

い
よ
う
だ
が
、
拡
大
の
考
え

は
。

■一般会計基金残高（積立金）の推移
Ｈ21年度末Ｈ20年度末Ｈ19年度末Ｈ18年度末Ｈ17年度末区 分

944,750809,750805,150801,450817,450財政調整基金

153,275152,475146,476145,775143,275減 債 基 金

758,500603,500450,000300,000150,000まちづくり基金

1,6201,020003,532その他の基金

1,858,1451,566,7451,401,6261,247,2251,114,257合 計

（単位：千円）

■地方債（借金）の動き
Ｈ21年度末Ｈ20年度末Ｈ19年度末Ｈ18年度末Ｈ17年度末会 計

11,307,91711,291,72011,436,44411,097,09710,974,556一 般 会 計

2,204,0602,353,9522,489,8522,597,8612,690,452簡 易 水 道
特

別

会

計

91,153106,416127,147151,835189,503住 宅 資 金

3,506,6873,741,8373,967,6474,194,3004,417,335公共下水道

6,357,4006,791,7367,213,1967,604,6337,966,043農業集落排水

172,118206,357169,286131,459142,900宅 地 造 成

12,8417,9969,89511,76813,785そ の 他

23,652,17624,500,01425,413,46725,788,95326,394,574合 計

（単位：千円）

監査
報告
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